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21
秋
闘
要
求
の
回
答
指
定
日

だ
っ
た
11
月
4
日
以
降
、
11
月

12
日
現
在
1
6
0
組
合
が
回
答

を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。
全
体

平
均
は
1
・
7
6
3
カ
月
、一
律

3
万
5
1
7
7
円
、
平
均
額
は

47
万
1
7
4
6
円
、パ
ー
ト
の

一
時
金
は
0
・
9
3
1
カ
月
、

一
律
2
万
1
8
5
0
円
、
平
均

額
8
万
6
5
5
4
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

各
組
織
の
奮
闘
も
あ
り
、
1

4
1
組
合
（
85
・
4
％
）
で
昨

年
実
績
以
上
の
回
答
を
引
き
出

し
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
前
の
19
秋
闘
と
比
較
す
る

と
全
体
平
均
は
マ
イ
ナ
ス
0
・

1
3
1
カ
月
、
一
律
は
プ
ラ
ス

1
万
1
9
6
1
円
、
平
均
額
は

マ
イ
ナ
ス
1
万
9
0
1
2
円
と

い
う
状
況
で
す
。
個
別
に
比
較

で
き
る
1
5
2
組
合
の
う
ち
、

19
年
実
績
よ
り
月
数
で
「
下
回

っ
て
い
る
」
の
は
33
組
合
（
22

・
4
％
）
、
「
昨
年
と
同
じ
」

と
合
わ
せ
る
と
約
7
割
は
コ
ロ

ナ
前
の
実
績
に
届
い
て
い
ま
せ

ん
。1

年
半
以
上
も
コ
ロ
ナ
禍
で

奮
闘
し
て
き
た
な
か
で
、
昨
年

実
績
に
留
ま
る
回
答
で
は
、
私

た
ち
が
求
め
る
要
求
に
は
全
く

届
い
て
い
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍

で
奮
闘
し
て
き
た
医
療
・
介
護

で
働
く
仲
間
の
く
ら
し
を
守
る

た
め
に
も
、
コ
ロ
ナ
前
の
実
績

以
上
な
ど
、
当
事
者
の
組
合
員

の
声
が
届
く
団
体
交
渉
を
行
い

最
後
ま
で
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。

●
東
京
民
医
労

南
部
医
療
支
部

「
経
常
利
益
は
非
常
に
厳
し
い
」

と
の
理
由
で
年
末
一
時
金
は
、
昨

年
比
マ
イ
ナ
ス
0
・
05
カ
月
の
回

答
。
組
合
員
平
均
1
万
3
0
3
1

円
の
引
き
下
げ
で
あ
り
、
2
年
前

の
コ
ロ
ナ
前
比
で
3
万
9
4
9
0

円
の
引
き
下
げ
回
答
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
回
答
を
受
け
て
、
翌
5
日

に
8
時
30
分
か
ら
病
院
前
で
の
ス

ト
ラ
イ
キ
に
70
人
が
決
起
し
ま
し

た
。
加
藤
書
記
長
は
、
「
現
場
の

頑
張
り
が
評
価
さ
れ
な
い
一
時
金

の
引
き
下
げ
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
低
下
す
る
。
将
来
の
た
め
に
も

一
時
金
の
引
き
下
げ
は
許
さ
れ
な

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

●
全
日
赤
さ
い
た
ま

11
月
5
日
に
始
業
時
1
時
間
の

全
面
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し
、
保

安
要
員
含
め
49
人
が
参
加
。
団
交

報
告
と
Ｒ
プ
ラ
ン
の
学
習
を
行
い

ま
し
た
。
団
交
報
告
で
宮
本
書
記

長
は
、
「
年
末
一
時
金
は
、
2
・

1
カ
月
＋
加
算
1
0
0
％
（
昨
年

比
＋
0
・
1
カ
月
、
加
算
＋
50
％
）

と
、
昨
年
を
上
回
っ
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
前
に
は
戻
っ
て
い
な
い
。

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
補
助
金
も
確
定

し
て
お
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
で
削
減

提
案
を
受
け
入
れ
た
が
、
コ
ロ
ナ

補
助
金
が
確
定
し
て
も
、
医
療
機

器
な
ど
に
ま
わ
し
、
職
員
に
還
元

す
ら
し
な
い
状
況
だ
」
と
怒
り
を

あ
ら
わ
に
報
告
し
ま
し
た
。

●
北
海
道
医
労
連

4
日
の
年
末
一
時
金
回
答
結
果

を
受
け
、
翌
5
日
に
札
幌
市
内
で

記
者
発
表
を
行
い
、
北
海
道
新
聞

社
よ
り
取
材
を
受
け
ま
し
た
。
当

初
は
19
法
人
か
ら
回
答
を
も
ら
う

予
定
が
、
2
法
人
が
回
答
困
難
と

な
り
、
17
法
人
か
ら
の
回
答
状
況

を
報
告
し
ま
し
た
。
坂
本
書
記
長

は
、
2
0
1
9
年
以
降
、
2
年
連

続
で
年
末
一
時
金
平
均
月
額
が
マ

イ
ナ
ス
と
な
り
、
「
年
末
一
時
金

の
引
上
げ
交
渉
を
行
っ
て
い
る

が
、
前
年
落
ち
込
ん
だ
部
分
の
水

準
回
復
は
か
な
り
厳
し
い
状
況
」

と
診
療
報
酬
引
き
上
げ
の
重
要
性

を
強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本

医
労
連
の
年
末
一
時
金
平
均
月
額

の
集
計
に
お
い
て
も
北
海
道
と
ほ

ぼ
同
等
の
基
調
と
な
っ
て
お
り
、

多
く
の
人
に
医
療
・
介
護
・
福
祉

の
過
酷
な
実
態
の
中
で
職
員
た
ち

が
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を
共
感
し

て
ほ
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

中
野
副
委
員
長
は
、
「
私
た
ち

は
自
身
が
感
染
源
に
な
ら
な
い
た

め
に
神
経
を
使
っ
て
勤
務
中
の
み

な
ら
ず
日
常
生
活
に
お
い
て
も
過

ご
し
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
で
一
番
怖

い
の
は
無
症
状
者
が
い
る
こ
と
で

仮
に
自
分
が
無
症
状
で
感
染
し
て

い
て
抵
抗
力
の
低
い
患
者
さ
ん
に

感
染
さ
せ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
し

よ
う
と
い
う
の
が
恐
怖
だ
っ
た
。

2
年
間
つ
ら
い
思
い
を
し
て
き
た

に
も
関
わ
ら
ず
今
回
の
回
答
は
残

念
。
確
か
に
病
院
の
減
収
は
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
私
た
ち
が
つ

ら
い
思
い
を
し
て
き
た
の
を
経
営

者
に
は
汲
み
取
っ
て
ほ
し
い
」
と

胸
の
内
を
語
り
ま
し
た
。

●
新
潟
民
医
労

11
月
4
日
に
回
答
を
受
け
、
11

日
に
団
体
交
渉
を
実
施
。
回
答
が

ス
ト
ラ
イ
キ
の
回
避
基
準
に
満
た

な
い
こ
と
か
ら
、
翌
12
日
に
始
業

時
一
時
間
の
全
面
ス
ト
ラ
イ
キ
決

行
を
き
め
ま
し
た
。

12
日
は
、
早
朝
か
ら
職
員
玄
関

前
で
組
合
員
に
ビ
ラ
を
ま
き
、
ス

ト
ラ
イ
キ
決
行
を
伝
え
ま
し
た
。

ス
ト
ラ
イ
キ
は
8
時
半
か
ら
9
時

半
の
1
時
間
。
天
候
の
悪
い
中
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
前
半
は
ス
ト

ラ
イ
キ
の
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
行

い
、
後
半
は
3
単
組
4
カ
所
を
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
で
つ
な
ぎ
、
集
会
を
行
い

ま
し
た
。
下
越
病
院
の
会
場
に
は

新
潟
日
報
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
取
材
が

入
り
、
同
日
18
時
台
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ニ
ュ
ー
ス
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ト
ラ
イ
キ
に
は
全
体
で
1
2
3

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
父
母
は
2
人
、

祖
父
母
は
4
人
。

10
代
遡
る
と
千
人

を
超
え
る
。
た
っ

た
一
人
い
な
い
だ

け
で
私
は
今
こ
こ

に
い
な
い
」
。
宗

派
を
超
え
て
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
僧
侶

を
選
ぶ
「
Ｈ
1
法
話
グ
ラ
ン
プ
リ

2
0
2
1
」
の
法
話
だ
が
、
私
た

ち
医
療
従
事
者
が
守
っ
て
い
る
の

は
、
こ
う
し
た
未
来
に
つ
な
が
る

「
た
っ
た
一
人
」
の
命
で
あ
る
▼

入
院
で
き
ず
自
宅
で
亡
く
な
る
人

が
相
次
ぐ
最
悪
の
事
態
を
招
い
た

政
府
は
、
第
5
波
の
3
割
増
の
病

床
を
確
保
し
た
と
発
表
し
た
。
だ

が
、
実
際
は
新
た
に
病
床
を
確
保

し
た
わ
け
で
は
な
く
、
多
く
は
病

床
利
用
率
を
上
げ
る
こ
と
で
確
保

を
見
込
ん
で
い
る
と
い
う
。
し
か

し
、
病
床
利
用
率
を
引
き
上
げ
る

た
め
の
具
体
的
な
医
師
確
保
策
、

看
護
師
確
保
策
を
政
府
は
示
し
て

い
な
い
▼
政
府
は
第
6
波
で
の
緊

急
事
態
宣
言
や
、
ま
ん
延
防
止
等

措
置
の
発
令
基
準
は
「
医
療
の
ひ

っ
迫
度
合
い
」で
判
断
す
る
と
し
、

こ
れ
ま
で
の
『
感
染
者
数
』
で
は

な
く
、
病
床
使
用
率
や
重
症
病
床

使
用
率
で
判
断
す
る
と
し
た
。
し

か
し
、
「
医
療
の
ひ
っ
迫
度
」
と

い
う
の
は
、
こ
の
夏
の
医
療
従
事

者
な
ど
へ
の
献
身
的
な
働
き
を
前

提
と
し
て
お
り
、
医
療
従
事
者
へ

の
負
担
増
が
前
提
の
判
断
基
準
で

あ
る
こ
と
自
体
が
問
題
だ
。
政
府

の
方
針
で
は
、
想
定
よ
り
感
染
が

さ
ら
に
広
が
っ
た
場
合
に
は
、「
国

の
責
任
に
お
い
て
コ
ロ
ナ
以
外
の

通
常
医
療
の
制
限
を
講
ず
る
」
と

も
し
て
い
る
▼
守
る
の
も
、
守
ら

れ
る
の
も
、
こ
の
世
で
「
た
っ
た

一
人
」
の
命
で
あ
る
。
「
数
」
や

「
率
」
で
は
な
く
、
顔
が
見
え
る

政
策
で
あ
っ
て
欲
し
い
。

＜2021年末一時金回答状況（11/12現在）＞
平平均均支支給給
額額（（円円））

471，746

86，554

一一律律
（（円円））

35，177

21，850

月月数数
（（カカ月月））

1．763

0．931

正正職職員員

パパーートト

生
活
ま
も
る
一
時
金
の
確
保
を

生
活
ま
も
る
一
時
金
の
確
保
を

２１
秋
闘

２１
秋
闘

全日赤さいたまの学習会の様子

産
別
統
一
行
動

各
地
で
１１
月
５
日

21
秋
闘
回
答
指
定
日
翌
日
の
11
月
5
日
に

は
、
「
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
ま
も
れ
」
等
の
要

求
を
掲
げ
た
「
産
別
統
一
行
動
」
を
実
施
。
全

国
で
約
3
0
0
単
組
支
部
（
事
前
集
約
数
）
が

様
々
な
行
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
ご
報
告
い
た

だ
い
た
中
か
ら
、
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

東京民医労南部医療支部のストライキの様子

ニュースで放送された新潟民医労のストライキの様子

取材を受ける坂本書記長（左）
と中野副委員長（中央）

購読の申しこみは
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厚
労
・
看
護

厚
労
・
看
護厚

労
・
医
療

厚
労
・
医
療

厚
労
・
介
護

厚
労
・
介
護

総
務
省

総
務
省

財
務
省

財
務
省

看
護
の
要
請
に
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で

28
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
看
護
職
員
確
保
法
」
の
改
正

に
つ
い
て
厚
労
省
は
、
2
0
0
7

年
に
採
択
さ
れ
た
請
願
内
容
の

「
大
幅
増
員
、
夜
勤
月
8
日
以
内

の
議
論
は
し
て
い
る
が
、
人
員
配

置
基
準
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
議

論
に
な
っ
て
い
な
い
」と
回
答
し
、

具
体
的
な
改
正
に
未
だ
取
り
組
ん

で
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。

看
護
労
働
者
の
勤
務
環
境
改
善

の
促
進
に
つ
い
て
は
、
「
重
要
な

課
題
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
短
時

間
正
規
雇
用
や
多
様
な
勤
務
形
態

の
導
入
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

な
ど
、
勤
務
負
担
の
軽
減
に
つ
な

が
る
施
設
整
備
等
に
対
す
る
支
援

を
行
っ
て
き
た
」
と
回
答
し
夜
勤

回
数
の
制
限
や
週
労
働
時
間
の
短

縮
に
つ
い
て
は
言
及
し
ま
せ
ん
で

し
た
。

看
護
職
員
の
確
保
に
つ
い
て

は
、「
新
規
養
成
、
復
職
者
支
援
、

定
着
促
進
を
三
本
柱
に
取
り
組
ん

で
い
る
」
「
訪
問
看
護
に
つ
い
て

は
介
護
報
酬
で
利
用
者
と
看
護
師

等
の
安
全
確
保
と
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
訪
問
加

算
を
設
け
て
お
り
、
手
厚
い
ケ
ア

の
提
供
に
つ
い
て
適
正
報
酬
設
定

に
努
め
る
」
と
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
退
職
者
が

多
く
な
り
地
域
医
療
が
守
れ
な
く

な
る
」
「
診
療
所
も
、
7
対
1
は

必
要
」
「
勤
務
管
理
シ
ス
テ
ム
が

入
っ
て
い
る
が
、
21
時
以
降
の
超

過
勤
務
が
申
請
で
き
な
い
」
「
超

過
勤
務
を
書
く
な
と
抑
制
が
か
け

ら
れ
て
い
る
」
「
人
手
不
足
で
夜

勤
回
数
超
過
。
夜
勤
回
数
の
厳
格

化
を
」
「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
規
制
に

罰
則
規
定
を
」
「
訪
問
看
護
は
、

今
の
体
制
で
は
、
在
宅
で
ど
う
や

っ
て
看
護
を
し
て
い
く
か
教
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
」
な
ど
切
実
な

要
求
を
訴
え
ま
し
た
。

医
療
の
要
請
に
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で
24
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

●
感
染
症
指
定
病
床
大
幅
見
直
し
を

2
0
2
3
年
策
定
の
第
8
次
医
療
計

画
に
「
新
興
感
染
症
等
の
感
染
拡
大
時

の
医
療
」
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
対

し
、
こ
の
間
の
経
験
を
踏
ま
え
人
口
規

模
に
比
例
し
た
感
染
症
指
定
病
床
の
大

幅
な
見
直
し
や
施
設
整
備
の
費
用
負
担

等
を
要
請
し
ま
し
た
。

地
域
医
療
構
想
に
よ
る
公
立
・
公
的

病
院
の
統
合
・
再
編
に
関
す
る
要
請
で

は
、
4
病
院
の
統
合
問
題
が
あ
る
宮
城

か
ら
、
「
仙
台
市
内
で
年
間
5
千
件
の

救
急
医
療
を
受
け
入
れ
て
い
た
病
院
の

移
転
話
で
住
民
は
不
安
だ
」
と
訴
え
ま

し
た
。
全
医
労
か
ら
も
、
「
コ
ロ
ナ
患

者
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
病
院
も
一
般

患
者
を
受
け
入
れ
、
地
域
医
療
の
役
割

を
発
揮
し
て
い
る
」
と
い
ざ
と
い
う
時

に
対
応
で
き
る
病
床
数
確
保
を
訴
え
ま

し
た
。

厚
労
省
は
、
「
2
0
1
9
年
に
出
し

た
4
2
4
病
院
リ
ス
ト
は
、
統
廃
合
し

て
く
だ
さ
い
と
い
う
リ
ス
ト
で
は
な
く

あ
く
ま
で
診
療
実
績
を
分
析
し
た
も

の
。
地
域
の
医
療
機
関
が
果
た
し
て
い

る
役
割
は
、
地
域
住
民
の
方
や
、
行
政

関
係
者
が
一
番
熟
知
し
て
い
る
。
地
域

の
実
状
や
、
思
い
を
踏
ま
え
て
議
論
を

し
て
ほ
し
い
。
議
論
の
結
果
そ
の
ま
ま

の
姿
で
残
す
こ
と
も
素
晴
ら
し
い
選

択
」
と
述
べ
ま
し
た
。

福
島
か
ら
は
、原
発
事
故
か
ら
10
年
、

避
難
者
の
健
康
と
暮
ら
し
守
る
取
り
組

み
を
訴
え
ま
し
た
。 介

護
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で
26
人
が
参

加
し
、
現
場
の
実
態
か
ら
、
処
遇

改
善
、
制
度
改
善
等
を
要
請
し
ま

し
た
。

●
夜
勤
職
場
の
改
善
を

愛
知
は
、
こ
の
間
に
取
り
組
ん

だ
夜
勤
調
査
の
回
答
結
果
を
示

し
、
夜
勤
の
過
酷
さ
が
離
職
に
繋

が
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し

た
。
他
の
参
加
者
も
、
休
憩
が
取

れ
な
い
長
時
間
夜
勤
の
改
善
や
、

現
行
の
不
十
分
な
夜
勤
加
算
の
拡

充
な
ど
、
現
場
の
実
態
か
ら
制
度

の
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
て
、

一
刻
も
早
く
改
善
に
取
り
か
か
る

よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

●
処
遇
改
善
は
介
護
全
体
に

処
遇
改
善
加
算
や
特
定
加
算
が

診
療
報
酬
下
で
対
象
外
と
な
り
処

遇
改
善
か
ら
置
き
去
り
に
な
っ
て

い
る
介
護
職
が
い
る
こ
と
、
最
低

賃
金
が
上
が
る
と
事
業
所
は
賃
金

改
定
が
必
要
と
な
り
費
用
の
捻
出

に
苦
慮
す
る
実
態
な
ど
根
本
的
な

介
護
報
酬
の
低
さ
を
指
摘
し
な
が

ら
、
介
護
全
体
の
処
遇
改
善
を
追

求
し
ま
し
た
。
要
請
に
参
加
し
た

ケ
ア
マ
ネ
か
ら
は
、
難
易
度
の
高

い
養
成
過
程
を
経
て
介
護
職
か
ら

ケ
ア
マ
ネ
に
な
っ
て
も
、
処
遇
改

善
の
対
象
か
ら
外
れ
収
入
減
と
な

る
実
態
か
ら
、
ケ
ア
マ
ネ
の
処
遇

改
善
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
個
人
・
事
業
所
が

成
り
立
つ
制
度
設
計
が
必
要
だ
と

処
遇
改
善
を
追
求
し
ま
し
た
。

労働の要請にはWeb で26人が参加し
ました。

●無期雇用転換の改善を
「無期雇用転換」について、採用時から4回迄の更新や、4年上

限等の条件を付している実態を示し、改善を求めました。厚労省は
「法施行後の見直し時期にあり、現在検討会で議論している」とし
ました。医労連は「5年未満なら解雇可能とさせないよう、検討会
に伝えて欲しい」と要請しました。
●人員不足を解消させるための規制強化を
夜勤交替制労働の過労死防止対策について厚労省は、「国内にお

いては夜勤交代制勤務と発がん性の関連に明確な知見がない」と回
答。医労連からは、現場の実態を示し、問題の根本にある『人員不
足』を解消させるための規制強化を求めました。
また、36協定の「特別条項」の常態化について、上限を超え受理

した等、労基署の対応の実例を示し、是正を求めたところ、厚労省
は「当該監督署を指導する」とし、5日間の年次有給休暇について
も、「違反がある場合には対処する」としました。

文
科
省
要
請
に
は
、
現
地
に
13

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

文
科
省
は
、
医
療
体
制
の
整
備

に
つ
い
て
、
大
学
病
院
の
役
割
は

認
識
し
つ
つ
引
き
続
き
必
要
な
支

援
を
行
う
、
医
師
養
成
に
つ
い
て

は
「
厚
労
省
の
医
師
需
給
分
科
会

で
は
、
令
和
6
年
度
以
降
に
つ
い

て
検
討
と
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ

ま
し
た
。
無
給
医
問
題
は
「
省
と

し
て
本
年
2
月
に
再
度
周
知
し

た
」
と
回
答
。
大
学
病
院
の
予
算

要
求
に
つ
い
て
は
「
国
立
大
学
運

営
費
交
付
金
等
は
3
7
7
億
円
増

の
1
兆
1
1
6
7
億
円
を
要
求
。

私
立
大
学
の
経
常
費
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
40
億
円
増
の
3
0
1
5

億
円
を
要
求
し
て
お
り
、
今
後
も

予
算
の
確
保
に
努
力
し
た
い
」
と

し
、
学
費
問
題
で
は
「
給
付
型
奨

学
金
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
貸
与

型
奨
学
金
や
高
校
卒
業
後
は
た
ら

く
者
と
の
公
平
性
に
留
意
」
し
て

「
機
会
均
等
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
」
と
回
答
。
新
型
コ
ロ
ナ
対

応
で
の
財
政
支
援
に
つ
い
て
は
、

国
の
「
緊
急
包
括
支
援
交
付
金
」

に
て
補
助
さ
れ
て
い
る
、
と
述
べ

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
消
費
税
や

医
系
学
生
の
臨
床
実
習
に
つ
い
て

も
回
答
し
ま
し
た
。

回
答
に
対
し
参
加
者
か
ら
、
深

刻
な
医
療
従
事
者
不
足
に
つ
い
て

体
制
の
拡
充
、
看
護
現
場
の
労
働

環
境
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

総
務
省
要
請
に
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
併

用
で
11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
務
省
は
、
自
治
体
病
院
の
定

年
引
上
げ
時
の
賃
金
に
つ
い
て
、

「
国
家
公
務
員
に
準
じ
て
措
置
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
」
と
回
答
し

ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
関
わ
る
職
員
へ

の
ケ
ア
で
は
、
「
各
共
済
組
合
に

よ
る
相
談
事
業
な
ど
を
活
用
す
る

よ
う
助
言
し
て
い
る
。
業
務
過
多

の
部
署
に
は
聞
き
取
り
を
行
い
、

状
況
把
握
を
し
て
い
る
」
と
し
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
濃
厚
接
触

者
の
給
料
保
障
は
、
「
有
休
取
得

で
の
対
応
を
要
請
し
て
い
る
」
と

回
答
し
ま
し
た
。

定
年
延
長
で
は
、
現
在
の
再
雇

用
職
員
の
賃
金
も
6
割
ほ
ど
に
抑

え
ら
れ
、
様
々
な
雇
用
・
賃
金
の

形
態
が
混
在
し
て
格
差
も
生
ま

れ
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
、
人
材

確
保
の
た
め
に
も
再
検
討
を
要
請

し
ま
し
た
。

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
で

は
、
新
採
用
者
の
離
職
率
が
増
え

て
お
り
、
現
状
の
把
握
を
し
て
ほ

し
い
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

独
法
化
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
の
い
の
ち
を
守
る
た
め

に
、
自
治
体
病
院
と
し
て
自
治
体

が
責
任
を
も
っ
て
病
院
機
能
を
維

持
す
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

最
初
に
医
療
機
関
へ
の
減
収
補

填
に
つ
い
て
「
医
療
提
供
体
制
へ

の
予
算
措
置
の
う
ち
、
約
半
分
で

減
収
補
填
は
で
き
た
は
ず
。
な
ぜ

コ
ロ
ナ
患
者
受
入
に
限
定
し
た
の

か
」問
い
ま
し
た
。
財
務
省
は「
財

政
に
限
界
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
対
応

を
し
た
医
療
機
関
へ
の
補
償
を
先

に
行
っ
た
。
現
在
、
人
材
不
足
解

消
に
む
け
た
処
遇
改
善
の
検
討
を

始
め
た
」
と
回
答
し
ま
し
た
。
慰

労
金
が
職
場
に
分
断
を
生
ん
だ
ケ

ー
ス
を
報
告
す
る
と
「
そ
う
し
た

声
も
含
め
て
処
遇
改
善
を
検
討
す

る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

診
療
報
酬
改
定
で
は
「
診
療
報

酬
の
建
付
け
に
は
、
賃
金
保
障
の

考
え
方
が
な
い
」
と
指
摘
し
ま
し

た
。
財
務
省
は
「
診
療
報
酬
は
、

賃
金
を
ベ
ー
ス
に
し
た
考
え
方
に

な
っ
て
い
な
い
。
す
ぐ
に
は
で
き

な
い
が
、見
直
し
は
必
要
で
あ
り
、

腰
を
据
え
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。
処
遇
改
善
を
行
う
上
で
は
、

こ
ぼ
れ
落
ち
る
人
が
い
な
い
よ
う

に
検
討
し
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

全
労
連
11
・
11
秋
季
年
末
闘
争
中
央
行

動
「
秋
闘
勝
利
、
い
の
ち
ま
も
れ
、
公
務

公
共
サ
ー
ビ
ス
拡
充
」
を
求
め
る
国
会
議

員
会
館
前
集
会
が
行
わ
れ
、
4
0
0
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
・
森
田
進
書
記
長
は
、「
保

健
所
の
体
制
、
入
院
の
ベ
ッ
ド
、
そ
こ
で

働
く
者
が
い
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
施
設
を

増
や
し
て
も
機
能
し
な
い
。
正
々
堂
々
と

要
求
を
掲
げ
、

国
に
対
し
て
も

制
度
政
策
を
訴

え
、
署
名
を
広

げ
て
い
き
た

い
」
と
発
言
し

ま
し
た
。

闘
利

秋
勝

医
療
・
介
護
労
働
者
ま
も
れ

医
療
・
介
護
労
働
者
ま
も
れ

い
の
ち
ま
も
れ

厚労・労働厚労・労働

文
科
省

文
科
省
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北北
海海
道道

道
東
勤
医
労
と
道
東
勤
医
協
は
、

秋
の
「
い
の
ち
ま
も
る
」
共
闘
行
動

と
し
て
、
釧
根
管
内
議
会
に
要
請
を

実
施
。

ま
た
、
11
月
9
日
〜
11
月
12
日
の

3
日
間
で
は
、
11
自
治
体
の
議
長
を

訪
ね
、6
8
6
㎞
を
走
破
し
ま
し
た
。

別
海
町
で
は
、
別
海
町
立
病
院
が
名

指
し
さ
れ
て
い
る
地
域
医
療
構
想
に

つ
い
て
、
「
す
で
に
町
と
し
て
反
対

の
意
見
書
を
国
に
提
出
し
て
お
り
、

し
っ
か
り
と
病
院
機
能
を
維
持
し
て

い
き
た
い
」
と
西
原
浩
別
海
町
議
会

議
長
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
釧
路
町
の

橋
口
春
樹
町
議
会
議
長
は
、
「
想
定

外
の
新
型
コ
ロ
ナ
で
、
改
め
て
地
域

医
療
を
再
度
強
化
す
べ
き
で
あ
る
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

愛愛
知知

愛
知
で
は
、
10
月
19
日
よ
り
開
始

し
た
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
、
今
回

42
回
目
を
迎
え
、
県
内
す
べ
て
の
自

治
体
を
訪
問
し
、各
市
町
村
に
対
し
、

医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
社
会
保
障

の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

22
日
の
愛
西
市
と
の
懇
談
に
は
、

介
護
職
の
個
人
組
合
員
の
仲
間
が
夜

勤
明
け
で
参
加
し
、
「
16
時
間
夜
勤

で
、
一
人
な
の
で
休
憩
は
全
く
取
れ

な
い
。
賃
金
が
安
く
他
の
介
護
施
設

で
も
夜
勤
の
バ
イ
ト
を
し
て
ダ
ブ
ル

ワ
ー
ク
を
し
て
い
る
」
と
過
酷
な
勤

務
実
態
を
訴
え
ま
し
た
。鳥鳥

取取

鳥
取
で
は
、
4
つ
の
自
治
体
病
院

で
10
月
6
日
〜
10
月
29
日
に
か
け
て

18
自
治
体
に
要
請
を
行
い
、
延
べ
60

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
昨
年
2
月
か

ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ

り
、
各
自
治
体
保
健
師
が
、
日
中
の

業
務
が
終
わ
っ
て
か
ら
鳥
取
県
に
東

・
中
・
西
部
と
3
つ
あ
る
保
健
所
に

応
援
に
出
て
い
た
」
「
県
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
率
を
の
ば
す
と
い
う
使
命
感

で
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
あ
た
り
、
時
間

と
労
力
を
要
し
た
」
な
ど
ひ
っ
迫
し

た
現
場
の
実
態
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

調
査
結
果
で
は
、
コ
ロ
ナ
患
者
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
「
重
症
用
病

床
を
増
や
し
た
」
が
13
・
2
％
（
16

施
設
）
、
「
中
・
軽
症
用
病
床
を
増

や
し
た
」
が
43
・
2
％
（
51
施
設
）

に
上
り
ま
し
た
。

医
療
ひ
っ
迫
で
救
急
搬
送
の
受
け

入
れ
を
断
っ
た
と
回
答
し
た
施
設
は

30
・
8
％
（
36
施
設
）
。
最
高
で
1

日
に
21
件
受
け
入
れ
を
断
っ
た
病
院

も
あ
り
ま
し
た
。

職
員
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
は
、

44
・
2
％（
72
施
設
）に
と
ど
ま
り
、

離
職
者
が
増
加
し
た
の
は
28
・
2
％

（
46
施
設
）
。
第
4
波
と
比
べ
て
2

倍
以
上
に
増
え
ま
し
た
。
「
5
人
以

上
」
離
職
し
た
病
院
も
4
割
に
上
っ

て
い
ま
す
。

「
他
院
も
満
床
と
な
る
中
で
助
け

ら
れ
ず
に
患
者
が
亡
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
不
安
が
つ
き
ま
と
い
緊
張

感
が
た
え
な
か
っ
た
」
「
入
院
さ
せ

た
く
て
も
ベ
ッ
ド
が
な
く
探
す
の
に

5
時
間
か
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

第
6
波
に
備
え
政
府
へ
の
要
求

（
記
述
よ
り
抜
粋
）
で
は
、
「
職
員

の
増
員
」が
最
も
多
く
31
・
7
％（
51

施
設
）
。
次
い
で
「
病
床
確
保
」
が

21
・
1
％
（
34
施
設
）
、
「
賃
金
引

き
上
げ
」
11
・
8
％
（
19
施
設
）
と

続
き
ま
し
た
。
（
複
数
回
答
）

公
立
・
公
的
病
院
の
統
廃
合
に
関

し
、
「
国
は
ベ
ッ
ド
を
増
や
せ
と
い

う
一
方
で
、
病
院
の
統
廃
合
を
実
施

す
る
の
は
、
看
護
師
へ
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
そ
の
も
の
だ
」
と
い
っ
た
訴
え

も
あ
り
ま
し
た
。

佐
々
木
悦
子
中
央
執
行
委
員
長

は
、
「
政
府
は
病
床
の
確
保
を
求
め

て
い
る
が
、
現
場
は
人
員
不
足
で
疲

弊
し
て
い
る
。
第
6
波
に
備
え
、
医

師
・
看
護
師
を
確
保
す
る
た
め
の
具

体
策
を
政
府
が
し
っ
か
り
と
打
ち
出

さ
な
け
れ
ば
、
再
び
医
療
崩
壊
が
起

き
か
ね
な
い
」
と
指
摘
。
法
改
正
に

よ
る
強
制
力
で
は
病
床
や
人
材
は
確

保
で
き
な
い
と
強
調
し
、
処
遇
の
改

善
や
医
師
・
看
護
師
の
大
幅
な
増
員

を
求
め
ま
し
た
。

11
月
11
日
の
「
介
護
の
日
」
に

併
せ
て
全
国
各
地
で
介
護
の
仲
間

が
一
斉
に
声
を
上
げ
ま
し
た
。
新

潟
・
愛
知
・
石
川
で
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
取
り

組
み
、
介
護
現
場
の
実
態

に
つ
い
て
記
者
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
新
潟
県
医
労

連
・
介
護
対
策
委
員
会
は

初
と
な
る
記
者
会
見
を
開

き
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
広
く

報
道
さ
れ
ま
し
た
。

新
潟

新
潟
県
医
労
連
で
は
、

加
盟
組
織
以
外
の
事
業
所

に
も
協
力
要
請
し
、
1
4

7
事
業
所
か
ら
ア
ン
ケ
ー

ト
を
集
約
し
ま
し
た
。

公
的
な
対
応
・
措
置
に
つ
い
て
、

「
感
染
介
護
の
報
酬
引
き
上
げ
」

は
、
67
・
3
％
、
「
新
た
な
交
付

金
」
は
48
・
1
％
。
「
新
型
コ
ロ

ナ
で
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
人
材

確
保
に
苦
心
し
て
い
る
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
調
査
結

果
を
も
と
に
、
自
治
体
要
請
を
行

っ
て
い
ま
す
。石

川

石
川
県
医
労
連
は
、
5
4
5
通

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
約
。

「
感
染
の
恐
怖
」
80
・
7
％
、

「
精
神
的
負
担
」
70
・
8
％
。
「
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
」
な
ど
の
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。
調
査
結
果
を
も
と
に
、

県
と
金
沢
市
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

定
期
実
施
、
メ
ン
タ
ル
対
策
、
実

質
的
な
介
護
の
賃
上
げ
な
ど
要
請

し
ま
し
た
。

愛
知

愛
知
県
医
労
連
で
は
、
福
祉
保

育
労
の
仲
間
と
ア
ン
ケ
ー
ト
に
取

り
組
み
、
回
答
者
の
94
％
が
一
人

夜
勤
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、

働
き
続
け
ら
れ
な
い
職
場
の
原
因

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
実
態
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
記
者
発
表

に
は
、
県
の
障
害
福
祉
課
、
介
護

保
険
担
当
課
も
参
加
し
、
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

鹿
児
島

中
央
社
保
協
・
認
知
症
の
人
と

家
族
の
会
主
催
、
「
な
ん
で
も
電

話
相
談
」
に
は
、
各
県
か
ら
取
り

組
み
に
参
加
し
、
鹿
児
島
県
医
労

連
の
様
子
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
報
道
さ
れ

ま
し
た
。
ほ
ぼ
途
切
れ
る
こ
と
な

く
電
話
相
談
が
あ
り
、
1
件
あ
た

り
の
相
談
時
間
が
長
く
な
っ
て
お

り
、
深
刻
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

介護学習会ご案内
日時：１２月９日（木）・１８時～１９時
開催：日本医療労働会館・オンライン併用
内容：労働組合の視点から科学的介護を考える
講師 介護対策委員

田村 優実 さん
申し込み ※事前登録制

ＩＤ：812 2208 7272
パスワード：954234
申込締切：１２月６日（月）
※資料は、１２月７日（火）に登録アドレスまで

送付いたします。

【問い合わせ先】日本医労連・介護対策委員会

介
護
を
よ
く
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
月
間
の
行
動
が
全
国
各

地
で
行
わ
れ
、
中
央
で
は
、
中
央
社
保
協
に
結
集
し
、
巣
鴨

駅
前
で
宣
伝
行
動
を
実
施
。
北
海
道
で
は
ス
ピ
ー
チ
＆
署

名
行
動
、東
京
で
は
ヘ
ル
パ
ー
講
座
な
ど
、介
護
の
仲
間
が

多
彩
に
ア
ク
シ
ョ
ン
行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

医
療
・
介
護
が
注
目
さ
れ
て
い
る
今
こ
そ
世
論
を
味
方

に
介
護
を
よ
く
す
る
た
め
声
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

安全・安心の介護の実現を

国
の
責
任
で

く
ら
し
・
医
療
ま
も
れ

介護アクション月間

２０２１年秋「いのちまもる地域キャラバン行動」の
一環として、各地で旺盛に自治体要請が取り組まれ
ています。

２０２１年秋「いのちまもる地域キャラバン行動」の
一環として、各地で旺盛に自治体要請が取り組まれ
ています。

２１秋各地で自治体要請

新 潟新 潟

北海道北海道

鹿児島鹿児島

宣伝強化

次に備え増員図れ
日
本
医
労
連
は
、
今
年
７
月
〜
９
月
の
医
療
現
場
の
実
態
に
つ
い
て
調

査
し
、
１１
月
１８
日
、
日
本
医
療
労
働
会
館
で
「
第
５
次
『
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
』
に
関
す
る
実
態
調
査
（
医
療
）
」
結
果
に
つ
い
て
記
者
会
見
を
行

い
ま
し
た
。
調
査
期
間
は
１０
月
１８
日
〜
１１
月
１０
日
。
６
全
国
組
合
２２
県
医

労
連
の
１
６
３
施
設
の
単
組
・
支
部
か
ら
の
回
答
を
集
約
し
ま
し
た
。

第５次コロナ実態調査

愛 知愛 知

石 川石 川
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日
本
医
労
連
は
、
11
月
13
日
に

「
第
21
回
医
療
と
介
護
に
は
た
ら

く
非
正
規
労
働
者
の
全
国
交
流
集

会
」
を
開
催
し
、
2
全
国
組
合
16

都
道
府
県
医
労
連
か
ら
40
人
以
上

が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
は
、
生
協
労
連
の
渡
辺
利

賀
書
記
次
長
よ
り
「
均
等
待
遇
実

現
で
の
組
織
化
・
組
織
強
化
に
つ

い
て
」
と
題
し
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ど
の
よ
う
な
要
求
書
な
ら

合
理
的
な
説
明
が
引
き
出
せ
る

か
、
引
き
出
し
た
回
答
の
何
が
問

題
な
の
か
具
体
的
な
事

例
を
示
し
な
が
ら
改
善

を
迫
っ
て
い
る
と
説
明
。

示
さ
れ
た
回
答
書
を
皆

で
分
析
す
る「
回
答
評
価

交
流
会
」や
均
等
待
遇
Ｖ

Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ア
ン
ケ
ー
ト
（
右
図
）

な
ど
具
体
的
な
取
り
組
み
が
話
さ

れ
、
今
後
の
均
等
待
遇
実
現
に
向

け
た
た
た
か
い
の
ヒ
ン
ト
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
別
報
告
は
、
東
京
医
労
連
か

ら
「
非
正
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
、

岡
山
医
療
生
協

労
組
か
ら
「
非

正
規
雇
用
労
働

者
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
」
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
組
織
拡

大
の
際
に
説
明

出
来
る
よ
う
医

労
連
共
済
の
学
習
会
も
行
い
ま
し

た
。後

半
は
、
5
つ
の
分
散
会
で
短

時
間
の
交
流
も
行
い
、
非
正
規
雇

用
労
働
者
の
組
織
拡
大
と
均
等
待

遇
実
現
に
む
け
た
決
意
を
固
め
あ

い
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
青
年
協
議
会
は
、
11
月
6
日

に「
第
45
回
青
年
代
表
者
会
議
」を
開
催
し
、

5
全
国
組
合
23
都
道
府
県
医
労
連
か
ら
43
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
っ
て
日
本
医
労
連
米
沢
哲
書

記
次
長
と
全

労
連
青
年
部

稲
葉
美
奈
子

書
記
長
の
来

賓
挨
拶
の
あ

と
、
21
年
度

運
動
方
針
提

案
を
全
国
青

年
委
員
会
と

し
て
行
い
ま

し
た
。

特
別
報
告

は
、京
都
医
労
連
の
春
山
未
央
さ
ん
が「
最
賃

生
活
体
験
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」、広
島
県

医
労
連
青
年
部
長
の
池
田
裕
亮
さ
ん
が
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
の「
地
元
Ｄ
Ｅ
平
和
ツ
ア
ー
」に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。

全
体
討
論
で
は
、
8
組
織
が
発
言
し
、
分

散
討
論
で
は
、Ｊ
Ａ
Ｍ
ボ
ー
ド（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
の

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
）を
活
用
し
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
形
式
で
行
い
、
次
年
度
青
年
組
織
と
し

て
取
り
組
ん
で
み
た
い
こ
と
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

全
体
討
論
・
分
散
討
論
と
も
に
各
組
織
か

ら
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
青
年
組
織
活
動
の
悩

み
や
集
ま
れ
な
い
中
で
も
、
何
か
し
ら
の
取

り
組
み
を
進
め
よ
う
と
工
夫
し
て
き
た
活
動

が
語
ら
れ
、
一
年
間
新
た
に
青
年
組
織
と
し

て
奮
闘
す
る
決
意
を
強
め
ま
し
た
。

日日本本医医労労連連でではは、、月月刊刊誌誌「「医医療療
労労働働」」をを発発行行ししてていいまますす。。
購購読読料料はは年年額額６６，，００００００円円（（送送料料含含

むむ））でですす。。年年間間購購読読はは毎毎年年６６月月かか
らら翌翌５５月月をを基基本本ととしし、、年年度度途途中中かか
ららのの購購読読ににつついいててはは、、月月割割りり購購読読
料料ととししまますす。。購購読読料料のの振振込込先先ににつつ
ききままししててはは、、別別途途請請求求書書ににててごご案案
内内いいたたししまますす。。
定定期期購購読読・・ババッックク

ナナンンババーーののごご案案内内
ははここちちららかからら→→

【パズル解答】
1765号の答えは「カーデイガン」でした。
正解者の中から抽選でクオカードを贈呈します。

【応募方法】
①組合（病院）名、②職種、③氏名、④郵便番号、
⑤住所を記入し、解答を12／15（水）までにご応募
ください。「読者のページ」もご寄稿下さい。

【応募先】
〒110―0013 台東区入谷1―9―5
「日本医労連教育宣伝局」ＦＡＸ 03―3875―6270
e-mail：n-ask@irouren.or.jp

医
労
連
共
済
で
は
、
給

付
決
定
通
知
書
と
一
緒

に
、
給
付
に
関
わ
っ
て
の

感
想
な
ど
を
寄
せ
て
い
た

だ
く
た
め
に
「
あ
な
た
の

声
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
」を
同
封
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
慶
弔
金
の
給
付

を
受
け
た
方
か
ら
、
お
手

紙
を
い
た
だ
い
た
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

加
入
者
の
声

今
回
、
義
父
が
亡
く
な

り
、
慶
弔
金
を
頂
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
パ
ー
ト
勤
務
で
あ

る
私
に
も
給
付
が
あ
り
感

謝
で
す
。
日
数
は
限
ら
れ

た
中
で
す
が
、
働
け
る
仕

事
が
あ
る
充
実
の
毎
日
で

す
。
そ
の
う
え
、
労
組
に

も
見
守
ら
れ
て
い
る
。
自

分
の
健
康
に
は
し
っ
か
り

目
を
む
け
て
、
働
き
続
け

た
い
と
思
う
日
々
で
す
。

非
正
規
で
働
く

仲
間
に
も

医
労
連
共
済
は
、
労
働

組
合
の
助
け
あ
い
制
度

で
、
安
い
掛
金
・
大
き
な

保
障
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
と
り
わ
け
休
業
給
付

は
、
連
続
5
日
以
上
の
休

業
で
1
日
目
か
ら
1
日
5

千
円
の
保
障
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
非
正
規

で
働
く
仲
間
の
病
気
・
ケ

ガ
に
よ
る
収
入
減
を
支
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

月
3
千
円
の
掛
金
で
他

で
は
真
似
が
で
き
な
い
保

障
を
、
非
正
規
の
仲
間
に

も
届
け
て
く
だ
さ
い
。

11
月
に
入
り
各
メ
デ
ィ
ア

で
「
介
護
職
、
保
育
士
、
看

護
師
ら
の
賃
金
引
き
上
げ
」

と
い
っ
た
内
容
の
ニ
ュ
ー
ス

が
報
じ
ら
れ
、
と
り
わ
け
介

護
職
に
つ
い
て
は
�
月
5
千

円
〜
1
万
円
�
程
度
引
き
上

げ
る
方
針
で
年
内
に
結
論
が

ま
と
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

介
護
従
事
者
の

低
賃
金
問
題

2
0
2
0
年
賃
金
構
造
基

本
統
計
調
査
で
は
、
月
に
支

払
わ
れ
る
介
護
職
の
賃
金
は

23
万
9
8
0
0
円
、
全
産
業

の
平
均
賃
金
は
30
万
7
7
0

0
円
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
か
ら
介
護
職
と
全
産

業
の
平
均
賃
金
を
比
較
す
る

と
賃
金
格
差
が
7
万
円
近
く

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

介
護
職
場
の
低
賃
金
問
題

は
、
全
労
連
の
調
査
や
介
護

労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
の
調
査

で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
働
き
続
け
た
く
て

も
働
き
続
け
ら
れ
な
い
理
由

の
主
要
因
に
な
っ
て
お
り
、

日
本
医
労
連
を
は
じ
め
、
様

々
な
運
動
団
体
や
個
人
の
運

動
の
柱
に
位
置
付
け
ら
れ

て
、
全
国
各
地
で
処
遇
改
善

運
動
の
取
り
組
み
に
発
展
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
運
動
を

広
げ
よ
う

介
護
従
事
者
の
低
賃
金

は
、
こ
れ
ま
で
の
運
動
の
積

み
重
ね
か
ら
国
民
の
誰
も
が

知
る
と
こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
運
動
の
広
が

り
は
、
直
近
で
あ
れ
ば
介
護

職
員
等
特
定
処
遇
改
善
加
算

が
創
設
さ
れ
る
な
ど
、
少
な

か
ら
ず
政
府
の
政
策
に
影
響

を
与
え
る
も
の
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

政
府
が
講
じ
て
き
た
処
遇
改

善
策
が
介
護
従
事
者
た
ち
に

ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら

し
て
い
る
か
は
、
介
護
従
事

者
自
身
が
、
そ
の
実
態
を
声

に
し
な
け
れ
ば
、
世
論
と
の

認
識
の
乖
離
を
放
置
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
「
○
○
円
の
処

遇
改
善
」
と
い
っ
た
内
容
の

報
道
が
あ
る
と
、
介
護
従
事

者
は
○
○
円
賃
金
改
善
さ
れ

る
と
い
っ
た
情
報
の
み
が
先

行
し
、
報
道
さ
れ
た
○
○
円

が
全
て
介
護
従
事
者
の
手
元

に
い
き
わ
た
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に

は
取
得
さ
れ
た
処
遇
改
善
金

は
、
弾
力
的
に
扱
え
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
「
報
道
さ
れ

た
額
ほ
ど
の
改
善
は
な

い
」
、
「
処
遇
改
善
さ
れ
て

い
な
い
（
実
感
に
つ
な
が
っ

て
い
な
い
）
」
と
い
っ
た
声

が
、
介
護
従
事
者
た
ち
か
ら

聞
か
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
が

稀
で
は
な
い
か
ら
で
す
。

こ
の
様
な
実
態
は
介
護
従

事
者
自
身
が
実
態
を
発
信
し

て
い
か
な
け
れ
ば
、
世
間
に

は
実
態
が
伝
わ
り
ま
せ
ん

し
、�
賃
金
を
底
上
げ
す
る
�

本
来
の
処
遇
改
善
は
実
現
し

ま
せ
ん
。
介
護
制
度
を
抜
本

的
に
転
換
し
て
大
幅
な
処
遇

改
善
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、
実
態
を
知
ら
せ
て
運
動

の
輪
を
広
げ
る
こ
と
は
必
須

で
す
。

介
護
従
事
者
全
体

に
実
感
あ
る
処
遇

改
善
を
実
現
し
よ

う冒
頭
で
記
述
し
た
、
賃
金

引
き
上
げ
の
報
道
に
関
し

て
、
政
府
の
方
針
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
11

月
18
日
現
在
ま
で
の
報
道
で

は
、
「
介
護
職
の
賃
上
げ
額

9
千
円
／
月
（
月
の
介
護
職

の
賃
金
3
％
相
当
）
引
き
上

げ
方
針
」
な
ど
の
情
報
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
賃

金
改
善
額
に
関
し
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
を
経
た
経
験
と
現
在

の
介
護
職
の
賃
金
水
準
か

ら
、
9
千
円
の
賃
上
げ
額
が

妥
当
で
あ
る
の
か
を
評
価
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
間
の
日
本
医
労
連
の

厚
労
省
要
請
な
ど
で
は
、「
全

産
業
平
均
の
賃
金
と
遜
色
な

い
水
準
を
目
指
す
」
と
し
た

こ
と
が
回
答
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
国
が
目
指
す
べ

き
賃
金
水
準
と
比
較
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
今
回
の
賃
上
げ

方
針
の
額
は
道
半
ば
と
い
っ

た
評
価
に
な
り
ま
す
。

目
指
す
べ
き
水
準
に
は
、

道
半
ば
で
は
あ
り
ま
す
が
、

賃
上
げ
の
必
要
性
が
世
論
化

し
、
賃
上
げ
に
向
け
た
動
き

が
で
て
き
た
の
は
事
実
で

す
。
賃
上
げ
を
確
実
な
も
の

に
し
て
、
介
護
職
場
に
従
事

す
る
「
全
職
員
」
に
い
き
わ

た
る
処
遇
改
善
を
実
現
し
ま

し
ょ
う
。

寺
田

雄

組 織
拡大で
組 織
拡大で

非
正
規
雇
用
労
働
者
の

均
等
待
遇
実
現
を

非
正
規
雇
用
労
働
者
の

均
等
待
遇
実
現
を

実感できる賃金引き上げ、を全ての介護従事者に

青年の要求実現に向けた取り組みを進めよう青年の要求実現に向けた取り組みを進めよう
をスローガンにをスローガンに

非正規で働く仲間に共済を届けよう

「遊び・学び・ＡＣＴする」「遊び・学び・ＡＣＴする」月刊誌「医療労働」
定期購読のお知らせ
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